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きん かん きよう き き
を饉，罕，凶，餽，饑と五段階に分けている3）。『穀粱
伝』6）（漢 紀元前 206 年－209 年）襄公二十四年も，『墨
けん き きん こう たいしん
子』とは呼び方が異なるが，不作を ，饑，饉，康，大侵
の五段階に分けている3）4）7）8）（注3）。『韓詩外傳』9）（漢代）






















A Denominate Number for Food
（3）A Denominate Number for Cereals Shown in Classical Literature
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（宋 1248 年）（注16），『事文類聚 後集』45）（南宋 1246
年）18）（注17），『小學紺珠』8）（南宋 1296年以前）（注18），『羣書拾
睡』11）（明代 14世紀末）（注19），『五雑組』46）（明 1619年）（注20），













































































































名数』13）動植第九や『続 和漢名数』57）（元禄 8 年－1695）
下にも同じ記述がある。『節用集大全』48）や『書言字考節


































































































































































あ か き き び
に丹黍（一名赤黍，一名黄黍，阿賀々比），秬黍









































































































































































































































































穀 附 禾 嘉禾 稼 黍稷 稲






























けんえん に た き
った。軒轅氏（黄帝）が出て民に烹を教え，薬方
・調剤の仕方を教え，こうして民は始めて養生の道


















ゆうようざ っ そ ち が い
『酉陽雑俎』にいう九穀の名は、右と異同がある。














































（注 13）『周礼』32）天官 冢宰第一 膳夫
膳夫掌王之食飲膳羞 以養王及后世子 凡王之
















































































































（注 23）『和爾雅』26）巻之六 米穀門 第十八









麥 麥 稻 粟 菽 又鄭氏説ニ一作稲 黍 稷
粱 彫胡也




























（注 27）『周礼』26）天官 家宰下 食醫
食醫掌レ和二王之六食・六飲・六膳・百羞・百醤
・八珍之齊一。（注：訓点は『大漢和辞典』六食19））
（注 28）『周礼』32）地官 司徒下  人
 人掌凡祭祀共盛．共王及后之六食。〔鄭玄注〕
六食六穀之飯








黍 稷 稻 粱  大豆○周礼舎人注 六者皆有米麻小豆小麦 三者無米
（注 31）『小學紺珠』8）巻十 動植類



































































































八穀 穀 時珍カ曰 黍○ 稷○ 稻○ 粱○ 禾○
麻○ 菽○ 麥○ 此即チ八穀也見エタリ二本草綱目ニ一
『書言字考節用集』14）巻第十 数量門
八穀 ハッコク 黍○ 稷○ 稻○ 粱○ 禾○
麻○ 菽○ 麥○49）







































九穀 キウコク 黍○ 稷○  ○ 稻○ 麻○
大豆○ 小豆○ 大麥○ 小麥









































五穀 稻穀 大麥 小麥 大豆 小豆内法之時常止二小豆一加二
胡麻一
云云
或 麥 米 粟 大豆近代用二此等一由、光平所レ令レ申レ院也、移徒之時用レ之
或 止二大豆 小豆一 加二	豆 胡麻一云云、諸家説不同也、
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或 粳米甘 麻酸 大豆鹹 小豆苦或麥 黄黍辛
（粱イ）

























































































































索系統 2.0版 人文資料庫師生版 1.1所収（注：
100巻。初唐 624年成立の類書）






























































































































































立国会図書館亀田文庫蔵 延宝 8 年本〔1680 年〕の複




































































































































































































































































1987，東京大学国語研究室 資料叢書 第 12巻
／d．『倭名類聚抄 京本．世俗字類抄 二巻
本』，東京大学国語研究室〔編〕，汲古書院，
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〔疏〕（『和刻本辭書字典集成 第一巻』，長澤規矩
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